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備	

考 

安定多収には地力チッ

ソが多く必要です。 
出来るだけ秋の内に

地力を作る方が良い。 

 この頃、最もカルシウムを必

要とします。 
この頃、最もチッソを必要とするので追

肥で効果が期待できます。また、水も多

く要求されるようになります。 

病害虫の予防と稔実

向上に努めましょ

う。 

  

 

	 	 	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 	 	 	 	 1.25kg入り	 	 	 	 	  

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 2.5kg入り 
	 	 	 	 	 	 	  

 
 

１０ｋｇ入り	  

	  
	 	 	 	 １リットル入り 

１０リットル入り 

 
	 	 	 １リットル入り 

１０リットル入り 

 
ラクト・バチルス 

土（地力）づくりをする微生物。生の有機

物なども土に混ぜて、土ごと醗酵させま

す。また、この微生物で悪い菌の繁殖を抑

える効果も期待できます。 

畑のカルシウム 
カルテックＣａ粒・粉状と同様、多種のミネ

ラルを含み、味、質を高めます。また、酸性

気味の土壌も調整できるので、酸性を好まな

い大豆に最適です。 

濃 縮 酵 素 液 
根を強くさせます。発根作用が促進され、根粒菌

の増殖にも役立ちます。定植時に使用するのが効

果的です。立ち枯れ、青枯れ等に効果があります。

元気を付けたいときに効果あり。 

カルテック Ca液状 
液体の特殊カルシウム資材です。花芽を多く

着けさせ、作物の健康維持に役立ちます。青

立ち防止と登熟促進の効果があり。 
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根 を 張 ら

せ る 資 材

です。根を

し っ か り

張らせて、

出 来 る だ

け 根 粒 菌

も 付 け ま

しょう。 

ここでの資材は土

寄せの時に施すの

が一般的です。 
 
 

花芽をた

くさん付

けるのが

特長です。

使用量は

５００倍

液を１５

０㍑程使

うつもり

で。 

硫安等をボ

カシて作物

に吸収させ

るのが目的

です。硫安

と混ぜて半

日置いた物

を、葉に露

がついてい

ない時に施

用してくだ

さい。 
○注カルシウ

ムが効いて

いる事が条

件 

チッソが効

きすぎの時

は散布回数

を増やして

ください。

子実の肥大

促進と青立

ち予防。ま

た、耐病性

を付けるの

が目的。 

整粒歩合を良

くし、品質向

上が目的。ま

た、耐病性を

付けるのも目

的。 

化成肥料を施用する

場合は硫安を使わず

に、ラクト・バチルス

を米ヌカで増量して、

同時鋤込み。 
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特に粒の肥大を目

指す場合は、草勢を

見ながら、硫安１０

～２０ｋｇを追肥

する事もある。 
○注 土壌と草勢状況

を的確にすること。 
硫安のやりすぎは、

青立ちの原因にな

ります。 

草勢が強い場合は、

畑のカルシウム 
２０ｋｇ施用 
 
 



 


